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抗 て んか ん薬服用者の神経伝導速度と神経活動電位に

及ぼす温度の影響
一 正 常対照者と の比較 一

念 沢 大学医学部神経精神医学教室 く主任 二tい1 成 良教授I

木 原 義 春

く昭和6 0 年 8 月2 8 日 受付I

本研究は抗て ん か ん薬服用患者 の 末榔中経の神経伝導速度くN C V l お よび神経活動電位くN A Pl

及 ぼす皮膚表面 お よび 深部温度の影響 を調 べ る こ と を目的と し た．
4 1 人 の 各種抗て ん かん薬服用患者と50

人 の正常対照者に つ い て ， 正 中神経の 運動神経伝導速度くM C Vl ， 感覚神経伝導速度くS C Vl ， 混 合神経伝

導速度くM i x C V l を測定 した． また N A P の 圃 胤 振幅， 持続 も記録 した ． 皮膚表面温度と皮下 1 c m の 深

部温度 は手関節よ り近位端 7 c m の所 で 測定 した． 前腕 を20
0

C の 恒温 水槽に 浸 し， 15 分間冷却 した． 常温

時に お ける正 常対照お よ び患者群 の 表面お よ び深部温度 に は最小 3 ．6
0

C
， 最大5 － 9

0

C の 偏差が あり ， こ れら

の温度測定の重 要性が示 され た ． 患者の 常温時の N C V は正 常対照者よ り約 4
－ 7 m l s e c 有意 に 遅延 して

い たが
，
こ の こ と に は正 常対照者 に 比 べ 温度が 低 い こ と が

一 部影響 して い た ． 常温時 の M C V ， S C V ，

M i x C V の 遅延 はそ れ ぞれ 患者の 41 ％， 4 4 ％， 3 8 ％でみ ら れ たくN C V 遅 延群l ． 常温時の N A P の 開催 は正

常対照者に 比 べ 高く， 振幅は小 さか っ たが ， 持続 は
一 定の傾 向を と らな か っ た ． 温度低下に よ り， 正常対

照者お よび 患者の 感覚神経活動電位の 閉値 はわ ずか に 高く な り ，
N A P の持続は 延長 した ． また服 用者の 混

合神経活動電位の振幅 は減少 した ．
正 常対照者 およ び N C V 遅延群い ずれ も温度 と N C V と の間 に 有意の

相関があっ た くp く0 ． 0 0 1l ． 正常対照 者の M C V ， S C V ， M i x C V は深部温度が 35 ．9 から27 ．0てこの範囲でそれ

ぞれ 1 ． 85
，
2 ． 4 3 ， 1 ．7 9 m l s e cl r C の割合で 変化 した． N C V 遅延 群で は 深部温度が 35 ． 6 か ら 25 ． 5

0

C の 範囲

で それ ぞ れ 1 ． 5 7 ， 1 ．9 2 ， 1 ． 72 m ノs e cl r C で あ っ た ． N C V 遅延群の 温度 1
C

C 当たり の S C V 変化は正 常対照

に比 べ 有意に 小さ か っ たくp く0 ． 0 0 1l ． 常温時の N C V が 遅い ほ ど， く常温時 の N C V 一冷却後の N C Vl lく常

温時の温度
一

冷却後 の 乱射 の式で求め た N C V 変化率 は小 さか っ た ．
こ れ ら の所見は N C V や N A P に 及

ぼす 温度の影響が障害 を有す る神経 と正 常神経 で は異 な り， N C V の 補正値 は 別々 に 決 め る必要 の あ る こ

と を示 してい る．

K e y w o rd s n e r v e c o n d u cti o n v el o cit y ， n e r V e a C ti o n p o t e n ti al ， t e m p e r a t u r e ，

a n ti e p il e p ti c d r u g s ， p e rip h e r al n e u r o p at h y ．

神経伝導速度 くn e rv e C O n d u c ti o n v el o ci ty ， N C V l

や 神経括動電位 くn e rv e a C ti o n p o t e n ti al ， N A Pl の

測定は末棉神経機能検査 と して 広く用 い ら れ て お り，

そ の 正常値 に つ い て は数多く報告が み ら れ る
1 ト朝

． し

か し
，
N C V

，
N A P の 測定は種々 の 要因に よ っ て 影響

をう ける
1 朋

． 特に 温度の 影響は大き く， 測定 した神経

周囲の温度のばらつ き に よ り， 実測上軽度 の異常を認

め て も客観的指標 とな ら な い こ と が あ る．
そ の ため温

度測定 と温度 に よ る N C V ， N A P の 補 正 が 必要とな

る
． 健康成人 の 場合， 温度1

O

C 当た り N C V は 2 －4 m l

s e c の割合 で 変化す る こ とが 指摘さ れ て い る
川

．
また

N A P も 温度低下 に 伴 い ， 持続が 延長す る こ とな ど
が

報告 さ れ て い る
2ン
．
し か し末梢神経障害 を有する神経

の N C V や N A P に 及ぼ す温度 の 影響 は十分検討され

A b b r e v i ati o n s ニ M C V
，
m O t O r n e r V e C O n d u cti o n v el o cit y ニ M ix C V ， m ix e d n e r v e c o n d u ct

i o n

v el o cit y ニ M i x N A P ， m i x ed n e rv e a C ti o n p o t e n ti al 妄 M N A P ， m O t O r
n e r V e a Cti o n p ot e n ti alニ

N A P
，
n e r V e a C ti o n p o t e nt ial 芸 N C V ， n e r V e C O n d u c ti o n v el o cit y ニ S C V ，

S e n S O r y n e r V e

c o n d u cti o n v el o cit y ニ S ． D ．
，
S t a n d a rd d e vi ati o n 三 S N A P ， S e n S O r y n e rv e a Ct i o n p o t e n ti al ．



神経伝導速度と神経活動電位に 及 ぼ す温度の 影響

てい な い ．

と ころ で抗 てん か ん 薬の フ ェ ニ トイ ン
1 1 ト 1 7 I

，
フ ェ ノ

バ ル ビ タ ー ル 川
1 8I
，
プ リ ミ ド ン

1 軋
や カ ル バ マ ゼ ピ

ン
柑卜 201 に よ っ て 末梢神経障害や N C V の 低 下が 生 じ

る こと が近 年知 られ る よ う に な っ た ． そ の な か で も

フユ ニ トイ ン は薬剤惹起性末榔申経障害 を起 こす 薬剤

のう ち2 番目 に発生 数が 多い と い わ れ て い る2 り
．

本研究で は， 末梢神経障害例と して フ ェ こ トイ ン を

中心と した抗て んか ん薬服用者を選 び， 抗 て ん か ん薬

服用者の N C V ， N A P に 及 ぼ す温度の 影響 に つ い て
，

正常対照群と比 較 し，若干の 知見 を得た の で報告す る．

対象 お よ び方法

I ． 対 象

対象は正 常対照群 と金沢大学医学部付属病院神経科

精神科の 外来お よ び入 院患者と常盤園の 入 院患者の う

ち， 臨床診断に 関係 なく ， 何 らか の 抗て ん か ん薬 を服

用してい る患者 く患者群ぅ で ある．

正常対照群は神経学的 に 異常 を認 め な い 健康成人

50 人く男性32 人， 女性 18 人 ， 20 －72 歳， 平均 39 ． 6 歳う

であっ た ．
その 年齢構成 は 20 －30 歳が 17 人， 3 1 － 4 0

歳が11 人 4 1
－

5 0 歳が 8 人， 5 1 －

60 歳 が 7 人
，
6 1 歳

以上が 7 人 で， 被検神経数 は両側合わ せ計 100 神経 で

あっ た
．
患者群は糖尿病， 腎障害や ア ル コ ー ル 依存症

など明 らか に 末梢性 ニ ュ
ー

ロ パ テ ー

をき たす 疾患を合

併するも の は除外 し， 4 1 人 く男性 1 7 人
，
女性24 人

1 ト 60 歳
，
平均 37 ．2 歳うが 抗て んか ん薬服用者か ら選

ばれた
．
その 年齢構成は ， 1 7 －

3 0 歳が 1 1 人 3 1－40 歳

が10 人
，
4 1－50 歳が 12 人 そ して 51 －

6 0 歳 が 8 人 で

あっ た
．
その う ち 3 人 に つ い て は片側神経の み 測定 し，

被検神経数は計 79 神経で あ っ た ． な お 抗 て ん か ん薬は

フ ェ ニ トイ ン， フ ユ ノ パ ル ビタ ー ル
，
メ フ ォ パ ル ビ タ

ー

ル
，
プリ ミド ン

，
カル バ マ ゼ ピ ン

，
パ ル プ ロ 酸 ナ トリ

ウム
， トリメ タ ジオ ン

，
ク ロ ナゼ パ ム の 8 種類が 用 い

られて い た
．
1 4 人 は単剤 に よ る治療が行わ れ， その 他

は多剤併用が なさ れて い た． 両群 の 平均年齢 に は有意

差はみられ なか っ た ．

工工
． N A P 記録法お よ び N C V 測 定法

N A P の 記録 お よ び N C V の 測定は金 沢 大学医学部

付属病院検査部筋電図室 に て ル ー チ ン に 用 い られ て い

る方法に 従 っ た 紺 1 1，
．
正 中神経に つ い て

， 運動神経活

動電位くm o t o r n e r v e a c ti o n p o t e n ti al ， M N A P l と

運動神経伝導速度くm o t o r n e r v e c o n d u c ti o n v el o ci ty ，

M C V l
， 感覚神経活動電位 くs e n s o r y n e rv e a C ti o n

p O te n ti al
，
S N A Pl と 感覚神経伝 導速度 くs e n s o r y

n e rv e c o n d u cti o n v el o cit y ， S C V l ， 混合神経活動電

位くm i x e d n e rv e a C ti o n p o t e n ti al ， M i x N A PJ と混

85 9

合神経伝導速度 b i x e d n e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y ，

M i x C V l を測定した ．

刺激装置は M e d el e c N T 6 を用 い ， 持続時間が 0 ． 2

m s e c の 矩形波刺激 を加 えた ． 増幅器は M e d el e c A A 6

を使用 した． N A P の 記録 は M e d el e c D A V に て 平均

加算 を行 い ， ブ ラ ウ ン 管上 に 得 ら れ た 波形 を Li n a ．

g r a p h di r e c t p ri n t p a p e r くE a s t m a n K o d a k

C o m p a n y ， ア メ リ か に プリ ン トし た． また刺激電極

は端子間の 距離が 2 c m の 保持型 棒状電極 も しく は 一

対の 輪状電極 を， 導出電極 は銀 一 塩化銀皿 電極 を用 い

た
． 刺激電極 は導出電極に 対 し近位 に あ る端子 を陰風

速位 に あ る端子 を 陽極と な るよ う に した
．

母指球筋腰上 に 置い た 導出電極 か ら記録 した筋誘発

電位 を従来の報告机 りの ごとく， M N A P と名づ けた ．

ま ず保持型棒状電極 を手関節部の 正 中神経走行部位に

置い て
，
1 H z の 刺激頻度 で 閥値上刺激 し， 手関節刺激

M N A P を記録 した ．
つ ぎ に 肘関節部で 同様 に 刺激 を

加 え
， 手関節刺激 M N A P と同 一 波形 で あ る こ と を確

認の 上 肘関節刺激 M N A P を記録 した． なお 記録 に 際

し
，
4 回 の 平均加算 を行っ た． M C V くm l s e cl は く肘

関節一手関節部間の 距離巨H 肘関節刺激 M N A P の 潜

時 一 手関節刺激 M N A P の 潜時1 で 求め た．

S N A P は感覚神経 の 興奮伝導に 対 し， 順 行性 に 刺激

を加 え記録 したれ ． 第3 指の 中手指節関節が陰極， 近位

指節間関節 一 連位指節間関節の 間が 陽極 とな る よう に

一 対の 輪状電極 を装着 した．
10 fi z の 刺激頻度 で 閥値

上刺激を加 え， 手関節部に 置 い た 導出電極 よ り N A P

を記録 し
，
12 8 回 の 平均加算を行 っ た． M i x N A P は手

関節部に 保持型棒状電極 を， 肘関節部に 導出電極 を置

き
，
S N A P と 同様 の 刺激頻度 と加算 回数 で記録 し

た
91 11J

． S C V くm l s e cl と M i x C V くm J
I
s e cl は く刺激一

導出部位間の 距離I 十く滞時I で 求 めた．

N A P は閥値 C T h r e sh old l ， 振幅 C A m plit u d el ， 持

続 m u r a ti o n l を測定した ． 閥値 は N A P 記録に 必 要

な最低電圧 くV l
，
振幅 は N A P の p e a k t o p e a k 聞

くM N A P で は m V ，S N A P と M i x N A P で はJL V l ， 持

続は最初の 立ち上 が り から 再び基線 に 戻る まで の 時間

くm s e cl と したく図 り ． M N A P は手関節刺激 M N A P

と 肘関節刺激 M N A P を記録 し たが， 持続 は手関節刺

激 M N A P よ り測定 したも の を用い た．

m ． 前腕 部の 体 温 の 測定

測定室の 室温 は ， 必 要に 応 じ エ ア ー

コ ン デ ィ シ ョ

ナ ー

を用 い て ， 2 4 か ら 26
0

C を保 つ よ う に した．

前腕部の 体温 は， テ ル モ フ ァ イ ナ ー

コ アテ ン プ D C C

－1 を用 い ， 皮膚表面温度 と皮下1 c m の 組織 内温度く深

部温 風 を測定し た． 表面温度と深部温度の 測定は熱

量補償法 に よ っ て
， 非侵襲的 に行 っ た ． 深部温度が 正



8 6 0

中神経走行部位の体温を示 す よ う に す る た め， 手関節

中枢側約 7 c m の 所 に温度計の ブ ロ ー プ を置 い た．

I V ． 冷却負荷

20
0

C の恒温水槽 に 両前腕 を 15 分間浸 し， 冷却 した ．

前腕部の 体温と N A P ， N C V の 測定は 冷却前く常温時1

と冷却後 に 直 ちに 行い ， 冷却後 は常温時の体温 に 戻る

ま で 2 回以上 測定 した ．
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Fi g ． 1 ． M 11 S Cl e e v o k e d p o t e n ti al r e c o r d e d b y

S u P r a m a X i m a l sti m ul i o f th e m o t o r fib e r s o f th e

m e di a n n e rv e ．

C a s e
，
h e al th y m al e a g e d 2 7 ．

A b b r e v i a ti o n s ニ A
，
a m plit u d e ニ D ， d u r a ti o n 三 L ，

1 a t e n c y ．

V ． 統計学的検定法

S t u d e n t t
－ テ ス ト に よ る平均値の 差の 検定， 相関 ．

回帰 分析お よ び F 分布 に よ る 回 帰直線 の 勾配 の検定

をお こ な い
， p く0 ． 0 5 の場合 を有意 と した2 2I ．

成 績

工 ． 患者群 と正 常対照群の 常温 時の N A P ， N C Y

患者群 と正 常対照群の常温時 の N A P お よ び N C V

の 平均 値 を 表 1 に 示 し た． な お 患 者群 の S N A P と

S C V は 7 神経で 刺激時の 療病 に よ り記録 で きな か っ

た た め
，
計72 記録 に つ い て検討 した．

手 関 節刺激 M N A P ， 肘 関 節刺激 M N A P お よ ぴ

M i x N A P の開催 は患者群 で 有意に 高 か っ たくt ニ 4 ．20
，

p く0 ． 0 0 1 三 t
ニ 7 ． 2 5 ， p く0 ． 0 0 1 ニ t

ニ 2 ． 8 3 ， p く0 ．0 1l ． ま

た S N A P の 開催 も 高 か っ た が ， 有 意 差 は み ら れ な

か っ た
． 振幅は 肘関節刺激 M N A P と S N A P で有意に

小さ か っ たがくt ニ 2 ． 3 9 ， p く0 ．0 5 ニ t
ニ 2 ． 68 ， p く0 ．01l ，

手関節刺激 M N A P と M i x N A P は 正常対 照群と有意

善が な か っ た ． 持続 は M N A P で は有意 に 短か っ たが

くt こ 3 ． 9 7
， p く0 ．0 0 1l ， S N A P で は逆 に 有意 に長か っ

た くt ニ 2 ． 39
， p く0 ． 0 5l ． また M i x N A P で は有意差が

み られ なか っ た ． 患者群の M C V ， S C V お よ び M i x C V

の 平均値 は そ れ ぞ れ 55 ． 0 2 m J s e c
，
5 0 ． 6 0 m l s e c およ

び 59 ．4 4 m l s e c で あ っ た ．
い ず れ も 正 常対照群 に 比

T a bl e l ． B a s eli n e n e r v e a c ti o n p o te n ti al s a n d n e r v e c o n d u c ti o n v el o citi e s of th e n o r m al c o n tr oI s a n d

p a ti e n t s tr e a t e d wi th v a ri o u s k in d s o f a n ti e pil e ti c d r u g s

N o r m al c o n tr oI s P a ti e n t s Si g ni丘c a n c e

M N A P

T h r e s h ol d くw ri st s ti m u l a ti o n H V 1 4 1 ． 05 士1 8 ． 2 5 く1 0 01 5 3 ． 42 士2 0 ．8 9 く79l
榊

T h r e s h ol d くelb o w sti m u l a ti o n H VJ 4 0 ． 25 士2 2 ． 5 0 く1 0 01 6 8 ． 61 士2 8 ．4 4 く79l
榊

A m pli t u d e くwr i st s ti m u l a ti o nJ くm Vl l l ． 2 6 士 4 ． 2 6 く1 0 01 1 0 ． 84 士 5 ．
0 6 く79l

A m pli t u d e くelb o w sti m ul a ti o nJ くm Vl l O ． 4 3 士 4 ． 0 5 く10 0J 8 ． 89 士 4 ．5 0 く79I
蝉

D u r a ti o n くm s e cン 12 ． 9 2 士 1 ． 6 5 く10 01 1 1 ． 9 4 士 1 ． 61 く79l
榊

S N A P

T h r e sh old くV1 4 1 ． 9 0 士2 7 ． 4 3 く10 01 4 3 ． 3 3 土 21 ． 5 4 く721

A m plit u d e くJ LV J 3 1 ． 3 6 士1 1 ． 3 1 く1 00J 2 6 ． 6 5 士1 1 ．
2 9 く72I

H

D u r a ti o n くm s e c1 0 ． 9 4 士 0 ． 0 9 く1 001 0 ． 9 9 士 0 ． 1 6 く72l
．

M i x N A P

T h r e s h ol d くVI 3 0 ． 5 0 士2 1 ． 5 6 く1 001 3 9 ． 6 8 士21 ．1 9 く79 1
榊

A m plit u d e くFLV 1 43 ． 3 9 士 17 ． 1 9 く1 0 01 3 8 ． 5 8 士1 8 ．1 5 く79I

D u r a ti o n くm s e c1 1 ． 1 4 士 0 ． 1 2 く10 01 1 ． 1 7 士 0 ．1 4 く79J

N C V

M C V くm I s e c1 5 9 ． 0 8 士 3 ． 3 6 く10 01 5 5 ． 0 2 士 4 ． 0 1 く7 9l
冊

S C V くm l s e cI 5 7 ． 2 9 士 5 ． 0 9 く10 01 5 0 ． 6 0 士 5 ． 0 6 く7 21
榊

M i x C V くm l s e cI 64
．
18 士 3 ． 9 8 く10 01 5 9 ． 4 4 士 4 ． 5 0 く791

榊

E a c h v al u e r e p r e s e n ts m e a n 士1 S ．D ．くnJ ． S t a ti sti c al di ff e r r e n c e i n e a c h it e m b e t w e e n th e n o r m a l c o n t
．

r oI s a n d p a ti e n ts w a s a n al y s e d b y th e S t u d e n t
，

s t －t e St ．
＋

， p く 0 ．0 5 i
＋＋

， p く0 ．0 1 ニ
冊

， p く0 －0 0 1

S N A P a n d S C V of 7 n e r v e s in th e p a ti e n ts c o ul d n o t b e r e c o rd e d ．

A b b r e v i a ti o n s こ M N A P
，
m O t O r n e rv e a C ti o n p o t e n ti al i S N A P ， S e n S O r y n e r V e a C ti o n p o t e n ti al i M i x

N A P
，

m i x e d n e r v e a cti o n p o t e n ti al i N C V ， n e r V e C O n d u c ti o n v el o c ity 妄 M C V ， m O t O r n e r V e C O n d u c ti o n v el o c
ity こ

S C V
，
S e n S O r y n e r V e C O n d u c ti o n v el o city i M i x C V ， m i x e d n e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y ．
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ベ
， 有意 に 遅 れ て い た くM C V こ t ニ 7 ． 3 3 ， p く0 ． 0 01 ニ

S C V ニ t
二 8 ． 5 4 ， p く0 － 0 0 1 ニ M i x C V 二 t

ニ 7 ． 4 2
， p く

0 ．0 011 ．

図2 ， 図3 ， 図4 に 患者群 の N C V と年齢の 関係 を示

した． 縦軸は 患者群 の常温時の N C V ， 横軸 は年齢で あ

る． 実線は正 常対照群の N C V と年齢の 間に 得 ら れ た

回帰式 で， M C V が Y
ニ

ー

0 － 1 3 X ＋63 ．5
， S C V が Y

ニ
ー ー0 ．2 1 X 十6 4 ．3

， また M i x C V が Y ニ
ー

0 ．1 7 X ＋7 0 ． 6

である ． それ ぞれ の 回帰式よ り， Y の 標準偏差くS D y ．

xI を求めた ． 破線 は
－

2 S D y ．x を表 わ して い る．

－

2

S D y ．x を超えた場合 を N C V 遅延と した ．
そ の頻度は

M C V が 41 ％， S C V が 4 4 ％そ して M i x C V が 38 ％で

あっ た ．

I工． 前腕部の 深部濃度 と表面 温度

常温時の 表面温度と深部温度を表 2 に 示 した ． 正常

対照群お よ び 患者群の 常温時の深部温度 は それ ぞれ

34 ．36 士0 ．7 0
0

Cく32 ． 3 －35 ． 9
0

Cう，3 3 ． 5 3 士1 ． 1 8
0

C く30 ． 8 －

35 ． 6
0

C l で
，
患者群 で は有意 に低 か っ たくt こ 9 ． 4 9 ， p く

0 ．0 旺 ． 深 部温度 の ば ら つ き を み る と 患者群 で は

4 ．8
0

C で
，
正 常対照群 の 3 ． 6

0

C に 比 べ大 き か っ た
． 常温

時の表面温度 は， 正常対照 群が 33 ．0 0 士1 ． 1l
O

Cく29 ． 7－

35 ．6
ウ

C l に 対 し， 患 者 群 が 31 ． 72 士1 ． 4 8
0

C く28 ． 8 －

3 4 ．4
0

C I で ， 有意 に低値 を示 したくt こ 8 ． 8 7 ， p く0 ． 0 0 1I ．
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Fig ． 2 ． T h e r el a ti o n sh i p b e t w e e n a g e a n d m o t o r
n e r V e c o n d u c ti o n v el o cit y くM C Vl o f t h e p a ti e n t s
tr e a te d w ith v a ri o u s k i n d s of a n ti e pil e p ti c d r u g s ．
S olid l in e r e p r e s e n t s th e r e g r e s si o n e q u a ti o n
b e t w e e n a g e くXンa n d M C V of th e n o r m al c o n t r oI s
CYl， W hi c h i s Y ニ ー 0 ．1 3 X ＋6 3 ．5 ．
B r ok e n l in e r e p r e s e n t s ． 2 st a n d a rd e r r o r o f th e
e s ti m a t e く2S D y ．x J ．

h
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H
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A 9 e 甲 び

Fi g ． 3 ． T h e r el ati o n sh i p b e t w e e n a g e an d s e n s o r y
n e rv e C O n d u c ti o n v el o ci ty くS C Vl o f th e p a ti e n t s
t r e a te d w ith v a ri o u s k i n d s o f a n ti e pil e p ti c d r ロg S ．

S olid li n e r e p r e s e n t s th e r e g r e s si o n e q u a ti o n，
b e t w e e n a g e くXJ a n d S C V of th e n o r m al c o n t r oI s
くYン， W h i c h i s Y ニ

ー

0 ．21 X ＋64
．3 ．

B r o k e n li n e r ef e r s t o F i g u r e 2 ．
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F i g ． 4 ■ T h e r el a ti o n s hi p b et w e e n a g e a n d mi x ed
n e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y くM i x C V J of th e

p ati e n t s t r e a t e d wi th v a ri o u s k in d s of a n ti －

e pil e p ti c d r u g s ． S oli d li n e r e p r e s e n t s th e r e g r e s －

Si o n e q u a ti o n b et w e e n a g e くXJ a n d M i x C V o f th e
n o r m a l c o n t r o I s くYl ， W hi c h i s Y こ － 0 ．1 7 X 十70 ．6 ．
B r o k e n li n e r e f e r s t o Fi g u r e 2 ．
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表面温度 のばら つ き は それ ぞ れ 5 ． 9
0

C ， 5 ．6
0

C と よ く似

た値 で あ っ た ． 正 常対照群， 患者群 い ずれ も表面温度

よ り 深部温度の 方が 標準偏差 は小 さ く， 変動 が 少 な

か っ た ．

1 5 分間の冷却負荷に よ っ て ， 正 常対照群の 場合， 深

部温度 は 35 ．9
0

C か ら 27 ， 0
0

C ， 表面温度 は 35 ． 6
0

C か ら

26 ．2
8

C へ 約 9
0

C の温度変化が得ら れ た． ま た患者群 の

場合
，
深 部温度 は35 ． 6

0

C か ら 25 ． 5
0

C ， 表 面 温度 は

34 ．4
0

C か ら 25 ． 0
0

C へ 約10
e

C の 温度変化が み られ た ．
以

下 こ の範囲内に お け る N A P お よ び N C V に 及 ぼ す温

度の影響を み た．

m ． 正 常対風 群の N A P に 及 ば す温 度の 影響

深部温度お よ び表面温度 と N A P と の間の 相関係数

を表3 に 示 し た．

1 ． 深部温度と の関係

開催 は S N A P で弱 い 負の 相関が み ら れ たが くY ニここ －－－

1 ． 飢 X 十 10 5 ． 3
，
r
ニ

ー

0 ． 15 2
， p く0 ． 0 5う

，
手関 節刺激

M N A P ， 肘関節刺激 M N A P お よ び M i x N A P で は有

意な相関 はみ ら れ なか っ た ． 振幅は い ずれ の N A P も

温度と の 間 に は有意な相関が み ら れ な か っ た ． 持続は

M N A P
，
S N A P

，
M i x N A P い ずれ も 深 部温度と強し1

負の 相 関を示 したくY ニ ー 0 ． 7 4 X ＋3 8 ． 4
，
r ニ

ー

0 ．7 15 ，

p く0 － 0 0 1 i Y
ここニ

ー

O J O 6 X ＋ 3 － 01 ， r ニニニ
ー

0 － 7 41
， p く

0 － 0 0 1 ニ Y
ニ

ー 0 ． 0 3 X ＋2 － 1 7
，
r
ニ ー 0 ． 53 6

， p く0 ，0 01I ．

すな わ ち深部温度 が低下 す る と， N A P の 持続 は延長

し， S N A P の開催は上 昇して い た．

2 ． 表面温度 との関
．
係

開催と振幅 はい ずれ の N A P も表面温度 との 間に有

意 な相関は み られ な か っ た ． 持続 は M N A P ， S N A P
，

M i x N A P の三 者 と も 負の 相関が認 め ら れ た くY ニ ー

0 ．6 3 X 十3 4 ． 2
，
r
ニ ー 0 ． 56 8

， p く0 ． 0 0 1 i Y
こ － 0 ．06 X ＋

2 ．8 6
，
r
ニ

ー

0 ． 65 8
， p く0 ． 0 0 1 i Y

ニ
ー

0 ． 0 3 X ＋2 ． 12
，

r
ニ

ー

0 ．4 7 7 ， p く0 ， 0 0 い ． す なわ ち表面温度が低下する

と
，
N A P の 持続 は延長 して い た ．

I V ． 正 常対照 の N C V に 及 ぼす 温度 の 影響

1 ． 深部温度と の関係

T a b l e 2 ． B a s el in e d e e p a n d s u rf a c e t e m p e r a t u r e a t th e f o r e a r m i n th e n o r m al c o n tr o Is a n d p ati e n ts

t r e a t e d w ith v a ri o u s k i n d s o f a n ti e pil e pti c d r u g s

N o r m al c o n t r oI s P a ti e n ts

M e a n 士 S ． D ．くnl r a n g e M e a n 士 S ． D ．くnl r a n g e
S i g nifi c a n c e

D e e p te m p e r a t u r e ぐC1 3 4 ． 36 士0 ． 70く10 0I 3 2 ． 3 －35 ． 9 33 ． 5 3 士 1 ． 18 く7 91 3 0 ． 8 ．35 ． 6
榊

S u rf a c e t e m p e r a t u r e ぐC1 3 3 ． 00 士1 ． 11 く10 01 2 9 ． 7
－

3 5 ． 6 31 ． 7 2 士 1 ． 48く791 2 8 ． 8 －3 4 ．4
榊

S t atis ti c al diff e r e n c e r e f e r s t o T a bl e l ．

T a b l e 3 ． C o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p o r s u rf a c e t e m p e r a t u r e a n d n e r v e a c ti o n p o t e n ti al s o f th e n o r m al

C O n t r O I s

D e e p t e m p e r a t u r e S u rf a c e t e m p e r a t u r e

M N A P

T h r e sh old くw ri st s ti m ul a ti o nJ I I ． 0 78 1 1 ． 1 O l

T h r e s h old くelb o w s ti m ul a ti o nl q O ． 0 23 M O ． 1 1 9

A m plit u d e くw ri st sti m ul a ti o nl －CI ． 0 7 3 山O ． 0 0 5

A m plit u d e くelb o w s ti m ul a ti o nI －0 ． 0 8 3 1 1 ． 0 4 4

D u r a ti o n M O ． 7 1 5
榊 ホ

ーー0 ． 5 6 7
紺

S N A P

T h r e s h o ld －0 ．
1 5 2

ポ

ー0 ． 1 3 1

A m pli t u d e －0 ． 0 5 7 －0 ． O 6 7

D u r a ti o n －0 ． 7 4 1 榊 1 L 6 5 8
腑

M i x N A P

T h r e sh old －0 ．0 8 9 －0 ．0 4 9

A m plit u d e －0 ．0 3 5 1 1 ． 07 5

D u r a ti o n 椚0 ．5 3 6
冊

－0 ． 47 7
ヰ 拍

E a ch v al u e r e p r e s e n ts th e c o e 伍ci e n t of c o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p o r s u rf a c e t e m p e r a t u
r e ch a n g e a nd

n e r v e a c ti o n p o t e n ti al ．

．

， p く0 ．0 5 i
椚

， p く 0 ．0 1 i
榊

， p く0 ．0 01

A b b r e vi a ti o n s r ef e r t o T a bl e l ．
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M C V ， S C V ， M i x C V に つ い て深部温度 と の関係を

図5 ， 図6 ， 図7 に 示 した． 横軸 は深部湿度
， 縦軸 は

N C V を表して い る． M C V
，
S C V

，
M i x C V い ずれ も深

部温度と の 間に 強 い 正 の 相関が み られ た くY
二 1 ． 8 5

X
－ 4 ．8 9 ， r

ニ 0 ．8 2 3
， p く0 － 0 0 1 こ Y

ニ 2 ．4 3 X
－

2 6 ． 3
，
r
こ

0 ．766 ， p く0 ． 0 01 ニ Y
こ 1 ■ 7 9 X ＋2 ． 5 4

，
r ニ 0 ． 7 3 3

， p く

8 ．0011 ． す なわ ち深 部温度が低下 する と， N C V は遅延

して い た ．

2 ． 表面温度と の 関係

M C V
，
S C V ， M i x C V い ずれ も表面温度との 間 に 強

い相関がみ られ たくY ニ 1 ． 7 1 X ＋1 － 0 8 ， r ニ 0 ． 7 12
， p く

0 ．0 0 1 ニ Y
こ 2 ． 5 0 X

－

26 ． 5 ， r ニ 0 ． 7 3 9
， p く0 ． 0 01 ニ Y

ニ

1 ．6 3 X ＋9 ．2 2
，
r ニ 0 ． 6 3 2

， p く0 ． 0 0 11 ． す なわ ち表面温

度が低下する と， N C V は遅延 して い た ． 相関係数をみ

ると， 深部温度と の 間に 得ら れ た相関係数の 方が大き

な値を示 し， よ り高度に 相関 して い た． 特 に M i x C V で

は両者の 相関係数 の 問 に 有意善 が み ら れ た くp く

0 ．0引 ．

V ． 年代別 に み た N C Y に 及 ぼ す温 度の 影響

20
－

3 0 歳， 31 －

4 0 歳， 4 1
－

50 歳， 51 －

6 0 歳 そ して

61 歳以上 の 5 つ の 年代に わ け
，
N C V と深 部温度 と の

関係を調べ た ． 各年代 と も， 深部温度 と M C V
，
S C V

，

M i x C V との 間に有意な 相関がみ られ くp く0 ． 0 01l
，
表

4 に示す 回帰式 を得 た． 回 帰式 の勾配 を みる と， M C V

2 7 2 e 2 9 きコ 3 エ 3 2 33 3 4 3 3 3 る

Fig ． 5 － T h e c o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a t u r e
a n d m o t o r n e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y くM C Vl o f
th e n o r m al c o n t r oI s ．

T h e r e g r e s si o n e q u a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a
－

t u r e くXI a n d M C V くYJ i s こ Y ニ 1 ．85 X
－

4 ．8 9
，
a n d

th e c o effi ci e n t o f c o r r el a ti o n i s こ r ニ 0 ．8 2 3 くp く0 ．

00 11 ．

h
J

可

8
－

ぎ

已

召
舅
2

U

8

ぎ
ト

ぎ

2
ヌ
仁

戯

86 3

2 7 2 8 2 9 3 0 3量 3 2 3 3 3 4 3 5 こ嶋

独
p 瞳 爪 弾 a t m

Fi g ． 6 － T h e c o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a t u r e

a n d s e n s o r y n e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y くS C Vl o f
th e n o rm a l c o n t r oI s ．

T h e r e g r e s si o n e q u a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a －

t u r e くXl an d S C V くYJ i s こ Y ニ 2 ．43 X －

2 6 ．3
，
a n d th e

C O e ffi ci e n t o f c o r r el a ti o n i s ニ r こ 0 ．76 6 くp く0 ．0 0 1l ．

h

J
一

穴
月

聖
r

亡

q

コ
U
コ

p

亡

O
U

聖
h
ハ．

己

p

賀
一

三

2 7 2 8 2 9 3 ロ 3 ユ 3 2 3 3 3 4 3 5 3 る

F i g ． 7 ． T h e c o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a t u r e
a n d m i x ed n e rv e C O n d u c ti o n v el o ci t y くM i x C V J o f
th e n o r m al c o n t r oI s ．

T h e r e g r e s si o n e q u a ti o n o b e t w e e n d e e p t e m p e r a －

t u r e くXl a n d M i x C V くYI i s ニ Y ニ 1 ．7 9 X ＋2 ．5 4
，
a n d

th e c o e ffi ci e n t o f c o r r el a ti o n i s 二 r ニ 0
．
73 3 くp く0 ．

0 0 け
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の場合， 2 0 －

30 歳が 2 ， 0 5 と最 も大き く， 5 1
－

6 0 歳が

1 ．5 3 と 最も小 さ か っ た ．
ま た S C V で も や は り M C V

と同様の 傾向 をと り，2 0
－ 3 0 歳が 2 ． 7 6 と最大 で ，5 1

－

6 0 歳 が 1 ． 90 と最小の値 を示 した． M i x C V で は 5 1
－

6 0 歳が 1 ．4 8 と最 も小さ く，6 1 歳以上 は 2 ．0 6 と最も大

き か っ た ． M C V
，
S C V

，
M i x C V い ずれ も 51 －

6 0 歳ま

で は
， 年代が 進む に 従い ， 勾配は小 さ く なる傾向が み

られ た．

W ． 患者群 の N A P に 及 ぼす 温度 の 影響

深部温度お よ び表面温度 と患者群の N A P との 間の

相関係数 を表 5 に 示 した ．
S N A P は 7 神経で 記録 で き

な か っ たた め 72 神経 に つ い て検討 した．

1 ． 深部温度との関係

開催 は S N A P に て 負の 相関は み られ た が くY ニ
ー

1 ．4 3 X 十91 ． 1 ， r 二ニニ
ーー ー

0 ． 1 7 3 ， p く0 ． 05う， 手 関 節 刺激

M N A P
， 肘関節刺激 M N A P お よ び M i x N A P で は有

原

意な 相関はみ ら れ な か っ た ． 振幅は い ずれ の N A P も

有意な 相関はみ ら れ な か っ た ． 持続 は M N A P
，
S N A P

お よ び M i x N A P の三 者と も強い 負の 相関 がみ ら れた

くY ニ
ー 0 ．7 4 X ＋3 6 ．9

，
r ニ ー0 ． 7 6 1

， p く0 －0 0 1 こ Y ニ
ー

0 ． 0 6 X ＋3 ． 0 8
，
r
ニ

ー

0 ． 68 9
， p く0 ． 0 0 1 ニ Y

ニ ー

0 ．03 X ＋

2 ■ 1 4 ， r ニ
ー

0 ．4 5 4 ， p く0 ．0 0 い ． す なわ ち深部温度が低

下 す る と， N A P の持続 は延長 し，S N A P の 闘値は上昇

して い た．

2 ． 表面温度 との 関係

開催 は深 部温度同様 ，
S N A P に て 弱 い 負の 相関がみ

ら れ たくY ニ ー 1 ． 6 9 X ＋96 ． 8
，
r
こ － 0 ． 19 3

， p く0 ，0 5L

振幅は M i E N A P に て 正 の 相関が み られ た くY ニ1 ．51

X
－

6 ． 5 3 ， r こ 0 ．2 0 8 ， p く0 ．0 1J ． 持続 は い ずれの N AP

も強い 負の相関を示 し たくY ニ
ー

0 ． 7 1 X 十3 5 几 r ここ
．
－

0 ． 6 9 0 ， p く0 ． 0 0 1 i Y
ニ

ー

0 ． 0 6 X ＋3 ． 0 6 ， r ニ
ー

0 ．6 73
，

p く0 ． 0 0 1 ニ Y
ニここ

－ 0 ． 0 3 X ＋2 － 1 0
，
r
ニ ー 0 ． 4 2 8 ， P く

T a b l e 4 ． R e g r e s si o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a t u r e a n d n e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y of th e n o r m al c o n tr ol

d e vi d e d i n t o 5 d e c a d e s

A g e r a n g e M C V S C V M i x C V

20 －

3 0 くy e a r sl 2 ． 0 5 X
－

9 ． 4 2 2 ． 7 6 X
－

3 5 ． 6 1 ． 7 9 X ＋4 ． 71

31 － 4 0 くy e a r sI 1 ． 6 9 X ＋1 ． 2 7 2 ． 4 0 X － 2 2 ． 7 1 ． 7 9 X ＋ 4 ． 10

4 1 － 5 0 くy e a r sl 1 ． 7 4 X
－

0 ． 8 8 2 ． 1 2 X －16 ． 7 1 ． 5 5 X ＋1 0 ．9

5 1 － 6 0 くy e a r sl 1 ． 5 3 X ＋3 ． 1 4 1 ． 9 0 X
－

1 2 ． 0 1 ． 4 8 X 十9 ． 22

61 － くy e a r sl 1 ． 8 9 X － 8 ． 9 5 2 ． 1 9 X
－

22 ． 4 2 ． 0 6 X －10 ．1

E a c h e q u a ti o n r e p r e s e n t s th e r e g r e s si o n b et w e e n d e e p t e m p e r a t ur e a n d n e r v e c o n d u c ti o n v el o city ． X ，
d e e p t e m p e r a t ur e
A b b r e vi a ti o n s r ef e r t o T a bl e l ．

T ab l e 5 ． C o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p o r s u rf a c e te m p e r a t u r e a n d n e r v e a c ti o n p o t e n ti al s

O f th e p a ti e n t s t r e a te d w ith v a ri o u s k i n d s o f a n ti e pil e pti c d r u g s

D e e p t e m p e r a t u r e S u rf a c e t e m p e r a t u r e

M N A P

T h r e s h o ld くwr i s t sti m ul a ti o nシ ー0 ． 0 8 7
－ 0

．
13 4

T h r e s h o ld くel b o w sti m ul a ti o nl － 0 ． 0 5 6
－

0 ． 09 6

A m plit u d e くw ri s t sti m ul a ti o nl
－

0 ． 0 4 7 r O ． 02 5

Am plit u d e くelb o w s ti m ul ati o nJ q O
．
0 5 8 －0 ． 0 73

D u r a ti o n －0 ． 7 6 1
料 ＋

T O ． 6 90
頼 ．

S N A P

T h r e sh o ld －0 ． 1 7 3
奪

L O ．1 93
ホ

A m plit u d e O ．0 8 9 0 ． 0 78

D u r a ti o n M O ，6 8 9
桐 ＋

－ 0 ． 6 7 3
榊 ホ

M i x N A P

T h r e sh old
－

0 ．0 9 9 －0 ．
1 3 2

A m plit u d e O ．0 9 5 0 ． 2 0 8
招

D u r a ti o n －0 ．4 5 4
ホ 料

－0 ． 4 2 8
招 ホ

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e c o e缶 ci e n t of c o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p o r s u rf a c e t e m p e r a t u r e

C h a n g e a n d n e r v e a c ti o n p o t e n ti al ．
．

， p く0 ．0 5 i
H

， p く 0 ．0 1 三
榊

， p く0 ．0 0 1

A b b r e v i a ti o n s r ef e r t o T a b l e l ，



神経伝導速度 と神経活動電位に 及 ぼ す湿度の 影響

0 ．0 旺 ．
す なわ ち表面温度が低下す る と

，
N A P の 持続

は 延長 し， S N A P の 閥 値 は 上 昇 し て い た ． ま た

M ix N A P の 振幅は減少 して い た．

用 ， 患者群 の N C Y に 及 ぼ す温度 の 影響

SC V は 7 神経 に て測定 で き な か っ た た め， 7 2 神経

につ い て検討 した． 患者群 の常温時の N C V が 図2 ， 図

3
，
図4 で 示 した正 常対照群の 回 帰式 よ り －

2 S D y ． x

を超えるも の を N C V 遅延群と した．

1 ． 深部温度と の 関係

患者群全体 に つ い て み る と， M C V ， S C V ， M i x C V い

ずれ も深部温度 と の 問 に は強 い 正 の 相関 を認 め た

くY ニ 1 ■ 7 2 X －2 ． 6 3
，
r
二 0 ．7 8 5

， p く0 ． 0 0 1 こ Y
二 2 ． 3 3

X
－

2 7 ，2
，
r
ニ 0 ．7 4 8

， p く0 ． 00 1 ニ Y
ニ 1 ．8 5 X

－

2 ．1 8
，
r
ニ

79 0 ， p く0 ．0 0 1う． 正常対照 群と患者群 の 回帰式の 勾配

を比較す ると ， M C V で は正 常対照群 の 1 ． 8 5 と抗 てん

か ん薬服 用 者群 の 1 ．7 2 と の 間 に は 有意差は認め られ

なか っ た． ま た S C V の 勾 配2 ． 4 3 と 2 ． 33 や M i x C V

の勾配1 ， 7 9 と 1 ． 8 5 の 間に も有意差 は認 めら れ なか っ

た．

患者群 の う ち N C V 遅 延 群 に つ い て 深 部温度 と

N C V の 関 係 を 図 8 ， 図 9
， 図10 に 示 し た．

M C V
，

S C V
，
M i x C V い ずれ も 深部温度と の 間 に 有意な正 の

相関が み ら れ た くY ニ 1 － 5 7 X － 0 ． 1 2
， r

ニ 0 ． 82 7
， p く

0 －0 01 ニ Y
こ 1 ．9 2 X

－ 1 8 ． 3 ， r 二 0 ． 8 0 1
， p く0 ． 00 1 三 Y

こ

1 ．7 2 X
－

0 ． 2 6
，
r
ニ 0 ■9 0 3

， p く0 ． 0 0 1 L 回帰式の 勾配 の

検定で は， M C V は正常対照群の 1 ． 85 と N C V 遅延群

の1 ■ 5 7 と の 間に 有 意羞 は認 め ら れ な か っ た
．
ま た

Fig ． 8 － T h e c o r r el a ti o n b et w e e n d e e p t e m p e r a t u r e
a n d m o t o r n e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y くM C VJ o f
th e d el a y e d N C V g r o u p a m o n g th e p a ti e n t s ．
T h e r e g r e s si o n e q u a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a

r

t u r e くXl a n d M C V くYl i s 二 Y 二 1 ．5 7 X －0 ．1 2 ， a n d
th e c o effi ci e n t o f c o r r el a ti o n i s ニ r ニ 0 ．8 2 7 くp く0 ．
00 け

86 5

M i x C V も 回 帰式の 勾配 は正 常対 照群 が 1 ． 7 9
，
N C V

遅延 群が 1 ．7 2 で 有意差 はな か っ た ． しか し S C V は正

常対照群の 回帰式の 勾配2 ． 4 3 と N C V 遅延群 の 1 ． 9 2

と の 間 に は 有意善 が 認 め ら れ た くF ニ 12 ． 32
， p く

0 ．0 0 1う．

m ノs e c

．

c

一

書

月
ぎ
已

召
p

亡

8

g
恕
仁

訂
戻
已

劇

2 5 2 占 2 7 之8 之9 さ0 3 1 3 2 33 3 4 3 5 3 6

鮎 e p 瞳 m 阿 a b m

F i g ． 9 ． T h e c o r r el a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a t u r e

a n d s e n s o r y n e rv e C O n d u cti o n v el o cit y くS C VI o f

th e d el a y ed N C V g r o u p a m o n g t h e p a ti e n t s ．

T h e r e g r e s si o n e q u a ti o n b e t w e e n d e e p t e m p e r a
．

t u r e くXl a n d S C V くYI i s 二 Y ニ 1 ．92 X － 1 8 ．3
，
an d th e

C O effi ci e n t o f c o r r el a ti o n i s ニ r ニ 0 ．80 1 くp く0 ．0 0 11 ．

合
一

口

月

ぎ

亡

q

コ
U
n

p
u

8

g
山

賀

p
U

づ
ェ

Fi g － 1 0 － T h e c o r r el a ti o n b et w e e n d e e p t e m p e r a
－

t u r e a n d mi x e d n e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y
くM i x C V l o f th e d el a y e d N C V g r o u p a m o n g th e

p a ti e n t s ．

T h e r e g r e s si o n e q u a ti o n b e t w e e n d e e p te m p e r a
－

tu r e くXl a n d M i x C V くYナi s こ Y ニ 1 ．7 2 X － 0 ．2 6
， a n d

th e c o effi ci e n t o f c o r r el a ti o n i s ニ r ニ 0 ．9 03 くp く0 ．

O n lI ．
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2 ． 表面温度 との 関係

深部温度同様， 表面温度 と患者群 の N C V と の 間に

も正 の 相関が み られ たくM C V こ Y ニ 1 ． 66 X ＋1 ． 5 4 ， r 二

0 ． 7 2 4
， p く0 ． 0 0 1 i S C V こ Y

ニ 2 ． 3 7 X
－ 2 5 ． 4

，
r
こ

0 ．7 2 1
， p く0 ． 0 0 1 ニ M i x C V こ Y

こ 1 ．8 6 X ＋0 ． 2 2
，
r
こ

0 ．7 4 7 ， p く0 ．0 0 11 ． 患者群 の 回帰式の 勾配は 正常対照

群に 比 べ ， M C V ， S C V お よび M i x C V い ずれ も 有意差

は認め られ な か っ た ．

患者 群 の う ち N C V 遅 延群 の 場合 ，
M C V

，
S C V

，

M i x C V い ずれも 表面温度と の 間 に 有意の相関が み ら

れ た くY ニ 1 ．6 4 X ＋0 ．1 1 ， r ニ 0 ． 7 7 9
， p く0 ．0 0 1 ニ Y

ニ

1 ． 8 2 X
－ 1 8 ． 3 ， r

ニ 0 ． 6 7 6
， p く0 ． 0 0 1 i Y

二 1 ． 7 2 X ＋

2 ． 0 4
，
r
ニ 0 ．7 弛 p く0 ． 0 0 1う． 患者群 の 回帰式の勾配 は

正 常対照群 に 比 べ ， M C V と M i x C V で は有意羞が み

られ な か っ た ．
しか しS C V で は N C V 遅延群 の 方が

有意に 小さ か っ た 押 ニ 6 ． 5 9 2
， p く0 ． 00 1つ．

W l ． N C Y と N C Y 変化率の 関係

常温時の体温 くT ll と N C V くV 11 ， 冷却後 の体温

くT 21 と N C V くV 2I よ り， くV l
－ V 21 パT l － T 21 を

N C V 変化率 くN C V g r a d i e n tl と した ．
N C V 変化率

は単位温度 に対 す る個々 の神経の N C V の 変化の 割合

を 示 し て い る ． 全対象 に つ い て ， 常 温時 の N C V と

N C V 変化率の 関係 を調 べ た く表 61 ．

M C V と深部温度 に よ る M C V 率化率 と の間 に は有

意な相関が み られ たくr ニ 0 ． 2 35
， p く0 ． 0 1l ． また S C V

と深部温度に よる S C V 変化率， M i x C V と深部温度 に

よ る M i x C V 変化率 との 間に も有意な相関が み ら れ た

くr ニ 0 ． 1 97 ， p く0 ．0 5 i r
ニ

．
0 ． 1 8 0

， p く0 ． 0 5I ． 同様 に常

温時の N C V と表面温度に よ る N C V 変化率の 間 に も

有意な相関 を認 めたくM C V ， r ニ 0 ． 1 8 2 ， p く0 ．0 5 i S C V ，

r
ニ 0 ．2 1 2 ， p く0 ． 0 1 ニ M i x C V ， r

ニ 0 ．2 5 5
， p く0 ． 01l

．
以

上 の こ と か ら常温時の N C V が 遅 い ほ ど， N C V 変化

率は小 さ い 傾向 を認 めた．

考 察

工 ． 常温 時の N C V
，
N A P の 備 に つ い て

20 － 7 2 歳 の 健康成人 の 正 中神経 の M C V は 59 ．0 8

原

m l s e c ， S C V は57 ． 2 9 m J s e c そ して M i x C V は64 ．18

m I s e c で あ っ た ．
こ れ ら の 値 は従来の 報告 と 一 致して

い た
1 ト朝

抗 て ん か ん薬服用 に よ る末梢神経障害 に つ い て，

B r u m lik ら
231 は 2 0 0 － 4 0 0 m gl 日 の フ ェ ニ トイ ン を3

か 月 か ら 25 年間服用 した 26 人 に つ い て検討 し， N C V

に 正常対照群 と有意 な差 はみ られ なか っ た と報告して

い る ． しか し こ れ 以外の報告で は何 らか の 電気生 理学

的異常 を認 め て い る． 湯上 ら81 は抗て ん か ん 薬服用者

群 で N C V が 3 ． 8 m l s e c か ら9 ． 5 m l s e c ， ま たEi s e n

ら
2 4J
も 5 ． 3 m ノs e c か ら 7 ． 5 m J s e c 有意 に 遅 れ て い た

こ と を報告 して い る ． 本研究 で も 4 ． 1 m J
，

s e c から6 ．7

m J
I
s e c 有意に 遅れ て い た． また 患者群の S N A P

，
S C V

は 7 神経 で刺激時の 痺痛の た め記録 で き な か っ た ．
こ

の こ と は 7 神経の S C V が 必 ずし も O m l s e c とは いえ

な い まで も
，
か なり 低下 し てい る可能性が あ り， 今回

得た値 よ り遅延の程度 は より 強い こ と が 示唆される．

こ の よ う な患者群に お け る N C V の低下 は， 常温時の

表面， 深部温 度が 正常対照群に 比 べ 低か っ た こ とも ー

部影 響 し て い る． し か し患 者群 の 深 部 温 度は 平均

0 ． 8 3
0

C 低い が ， この 温度差 を考慮 し， 補正 してもやは

り患者群の N C V は有意に 低 か っ た ． 次 に 抗て んか ん

薬服用 に よ っ て起 こ る電気生理学的異常所見の 頻度を

み る と， 藤原 ら川 は後脛骨神経 M C V が 5 ％の症例で

遅れ て い た と して い る．
ま た L e v el a c e ら

1 封
は M C V

が 33 ％か ら 76 ％の 症例 で遅延 して い た と 報告してい

る． さ ら に E n c i n o z a
川
も 30 0 人 中156 人 に 誘発筋電図

の異常 を認 め ， と く に 正 中神経 の s e n s o r y di st al

l a t e n c y の 延長く44 ％I ， 総 排骨神経 M C V く36 ％1 や後

脛骨神経 M C V く34 ％う の 遅延 が 多か っ た と述べ てい

る
． 本研究 で も N C V の 遅延 を約 40 ％の 頻度で認め，

L o v el a c e ら
1 31
，
E n c in o z a 川 の 報告 と ほ ぼ

一 致 してい

た ． 藤原ら 岬 の報告 した数値 と差 が み られ た が， この こ

とは抗 て んか ん薬の 服薬量が少 な か っ た こ とが影響し

て い る と考 え られ る．

開値に つ い てみ る と ，
M N A P と M i x N A P は有意に

高 か っ た ． ま た S N A P はわ ず か に 高 か っ たが 有意差

T a bl e 6 ． C o r r el a ti o n b et w e e n b a s eli n e N C V a n d N C V g r a di e n t

D e e p te m p e r a tu r e S u rf a c e t e m p e r a t u r e

E a c h v al u e r e p r e s e n t s c o effi ci e n t of c o r r el a ti o n b e t w e e
n b a s eli n e N C V a n d N C V g r a d i e n t －

N C V g r a d ie n t w a s c a
l c u l at ed f r o m th e f oll o wi n g e q u a ti o n こくb a s eli n e N C V －N C V aft e r c o oli n gナ

Jくb a s eli n e t e m p e r a t u r e －t e m p e r a t u r e a ft e r c o o li n gl ．
串

， p く0 －0 5 ニ
料

， p く0 ．01

A b b r e vi a ti o n s r e f e r t o T a b l e l ．



神経伝導速度と神経活動電位に 及 ぼ す温 度の 影響

はみら れな か っ た ． しか し今 回 S N A P は刺 激電 圧 上

昇による痺痛等の た め 7 神経で 記録され な か っ た こ と

を考える と， S N A P の 闇値も正 常対照群 に 比 べ ， か な

り上昇 して い る と 推定 さ れ る． M o r r ell ら
251
は家兎に

フ ェ ニ トイ ン を投与し， 開催の 上 昇 を認 め， 越野 ら川 も

抗て んか ん薬服用者の閲値は有意に 上 昇 して い た こ と

を報告し てい る．
こ の 2 つ の 報告は対象の 遠い や 投与

期間の長短は ある も， 共に 抗て ん か ん薬 に よ る開催の

上昇を認 めて お り ， 今回 の成績と 一 致 して い る．

撮幅は正常対照群 に 比 し， い ずれ の N A P も低値 を

示し， とく に 肘関節刺激 M N A P と S N A P で は有意差

が認められ た． 動物 に フ ェ ニ トイ ン や カ ル バ マ ゼ ピン

を投与した場 合， 振幅は低下す る こ と が 指摘 され て い

る
261 271

．
しか し ヒ トの場合い まだ 一

致 をみ て い な い ． す

な わ ちS h o r v o n ら
用 は フ ェ ニ ト イ ン 中 毒 患者 の

S N A P に つ い て調 べ
，
対照 群と差 はみ ら れ なか っ たと

してい る．

一 方 D a n n e r ら1 7Jは 7 部位 の N A P を測定

し
，
5 部位 で低下 して い たと報告 して い る． ま た藤原

ら
1 6
碇 よる と， 抗 て ん か ん薬服用 者群 は高振幅 を示 す

ことが多か っ た と述 べ て い る ．
こ の よう に 多様 な結果

を生ずる原因と して
，
測定上 の 問題， す なわ ち導出電

極や刺激電極の 装着法 な どの 点で 記録条件 を
一

定 に保

ち難い こ とが関与し て い る と思 わ れ る．

持続に つ い て， K r u p p ら
細
，
L o v el a c e ら

1 31が 持続の

延長を報告 してい る． 今 回 の 成績 で は S N A P は有意

に延長し， M i x N A P も延長傾向を示 し て い た ． しか し

M N A P は逆 に 有意 に 短 縮 して い た ． こ の 違い に つ い

ては
，
抗て んか ん薬の 神経筋接合部や筋線維 に 対す る

作用も考慮する必 要が あ る と思 われ る ．

工工 ． 温度 に つ い て

正常対照群 お よ び 患者群の 常温 時の 深部温度 は，

24
0

C か ら2 6
0

C の 室温 の 下 で ， そ れぞ れ最大3 ． 6
0

C と最

大4 －8
0

C の 個人差 を示 した
．
三 木ら

2 9，
も室温 28

0

C で ， 健

康成人の 前腕の 深部温度 を測定し， そ の 日差 は2 か ら

3
a

C で あ っ た と報告し て い る
．
この よ う に 室温 を ほぼ

一 定に してお い ても， 深部温度 の 個人 差 がみ ら れ た．

従来の 報告で は
，
N C V は 温度 l

O

C 当 た り 2 ． 4 m ノs e c

変化する と指摘さ れ て お り 川
，
理 論的に は 同一一 室温 の

も とで も
， 計 算上 N C V は 8 m l s e c か ら 1 1 m l s e c の

ばらつ きが み られ る可 能性が あ る． そ の た め N C V 測

定部位の 体温測定 を し な い と 末梢神経障害 の 診断や

N C V の 経時的変化の 客観的指標 と な らな い こ と と な

る
－ ま た患者群 で は正 常対照群 に比 べ ， 深部温 度， 表

面温度とも に 有意に 低 か っ た ． N i el s e n
3 0，
は 腎性 ニ ュ ー

ロ パ テ
一

に つ い て
，
th e r m o n e e dl e を用 い 組織温 を測

定して い るが
， 対照 群に 比 べ 低値で あ っ た と し て い る

．

同様に G a s s el ら3 りは 室温2 ト 23
0

C の 状態 で 未棉神経

867

障害患者 の 筋肉内温度 が正 常対照者に 比 べ 約 l
O

C 低

か っ たと報告 して い る ． 今回 の 成績を 含め， 末梢神経

障害で は N C V の 遅延に 温度低下が 一 部関与 して い る

た め N C V の 判定 に 際 し， 温度測定は不 可 欠と思 われ

る． ま た表面温 度 に つ い ても抗 て ん か ん薬服用者群 で

有意 に低下 して お り
， 深 部温度の 場合 と同様の 結果で

あ っ た
．
しか し表面温度 は外気温， 湿度， 発汗な どに

よる影 響 をう けや す い ため
， 常温時の 偏差が大き か っ

た ． その 点深部温度は神経近傍の 温度 を反 映 し， 常温

時の 偏差も小 さい た め
， 温度 モ ニ タ ー

に 適当と結論で

きる
．
こ の こ と は N C V と温度の 関係を みた際に

，
深部

温 度との 間に より 相関が強か っ た とい っ た所見 か らも

支持され る．

H L 正 常対照群 の N A P に及 ぼ す前腕部 の 体温 の 影

響 に つ い て

閥債と温度の関係 に つ い て
，
L o w ら

32I は マ ウ ス を用

い
， 温 度低下に よ っ て闘値が上 昇した と報告して い る．

ま たd e J o n g ら
3 3I
は n e r v e t e m p e r a t u r e が 2 3

O

C 以上

の 場合， 闇値 に 変化を認 めな い が
，
2 3

P

C 以 下 で は 間借

の 上 昇が み ら れ た こ と を指摘 して い る． 今回の 成績 で

は M N A P と M i x N A P は温度と の 間に 有意な相関 は

み られ な か っ た ． しか し S N A P で は深部温度 との 間

に 弱い 相関を認 めた．
この こ と は温度低下に よ る神経

線維の 興奮性 の 低下が末棉 で よ り強い と い っ た 可能性

が疑 われ る．

温度と振幅 の 関係に つ い て は
，
動物や じ 卜を対象 に

して 数多く の 報告が み られ る
2，3 4ト 3 91

． H o d gk in ら
3 41 は

巨大 イ カ の 軸索の 活動電位 を記録 し
， 温度上 昇と とも

に振幅は減少 した と い う．
また S c h o e pfl e ら

3 5，も カ エ

ル の 単 一 軸索の 活動電位の 振幅は温度との 間に 負の 相

関が認め られ た こ と を述 べ て い る ．

一 方 T a s a k i ら 3 引

は ヒ キガ エ ル の 単 一

軸索を用 い ， 温 度上 昇に よ り括動

電位の 振幅は わ ず か に 増加 した こと を報告 して い る ．

ヒ トに 関す る報告 をみ る と， B u c h th al ら 2 恨 温 度と正

中神経S N A P の 振幅と の 間 に 一

定の 関係 は見出せ な

か っ た と し て い る
．
ま た B ol t o n ら

叩
は正 中お よ び椀

骨神経の S N A P の 振幅 が温度と負の 相関 をみ た と い

う． し か し L u d i n ら3 8，は 温 度が 22
0

C か ら 26
0

C の 範囲

で は S N A P の 振幅 は増大傾向 を 示 し， 2 6
O

C 以 上 で は

減少傾向を示 した と述 べ て い る
． 慣

一

方， M N A P に つ い

て Ri c k e r ら
39，は温度上昇 に伴 い

，
振幅は低下し， こ の

こ と に は筋細胞膜の 透過性変化が作用 して い る と結論

して い る． 今回 の 成績 で は
，
温度低下 に よ り振幅は上

昇す る傾向を認め たが 統計学的に は有意で な か っ た
．

振幅と 温度の 関係をみ る場息 前述の ごと く記録条件

の 影響が大き い
．
そ の ため十分注意が必 要 と思 わ れ る．

持続は い ずれ の N A P も温度と の 間に 負の 相関を認
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め た ．
B u c h th a l ら

21
は刺激電極 と導出電極間の 距離 に

比例 して 持続が延長 する こ と を指摘 して い る． しか し

本研究で は冷却前後 で 距離を
一 定 に 保 っ た ため ， 距離

の 影響 はな い と い え る． 持続 と温度の 関係 は多く の 報

告が み られ る が， い ずれ も温度低下 に よ り延長す る と

い う 点で今回の成績 と
一 致 して い た ． 持続延長の メ カ

ニ ズム と して は B u c h th al ら
2I
，
L u di n ら

3 81 は
， 活動電

位の t e m p o r a l d i s p e r si o n の増加， 個々 の線維の ス パ

イ クの持続延長を挙げてい る．

1V ． 正常対照群の N C Y に 及ぼ す前腕部の 体 温 の 影

響 に つ い て

J o h n s o n ら
401
は皮 膚 温 l

O

C 変 化 す る と
，
N C V は

5 ％変化する と し， 温度 と N C V の 関係 は非直線的で

ある こ と を指摘 して い る． しか し直線的 に 変化 す ると

い っ た報告が 多い 2 刷 叩 3 8 机 ト 4 81

B i r r e n ら
42I はラ ッ トの 坐骨神経 で検討 し， 2 0

0

C か ら

40
0

C の 範囲で は， N C V が 1 ． 2 m ノs e c 1 l
O

C の 割合 で変化

した とい う． M i y o s hi ら
瑚
は ラ ッ ト尾神経の M C V が ，

24
0

C か ら 42
0

C の間 で は直線的 に変化 し， そ の 勾配 は

1 ．3 m l s e c1 l
O

C で あ っ た と して い る
．
ま た K r a ft

4 41も モ

ル モ ッ トの坐 骨神経の N C V が， 2 8
O

C か ら 36
0

C の 範 囲

で
，
2 ． 3 m l s e cJ l

O

C の割合 で変化 す る こ と を報告 し て

い る．

一 方 ヒ ト に つ い ての 諸家の 成績 を みる と， H e n rik －

S e n
川 は 24

ウ

C か ら 36
0

C の 温度範囲内で ， 正 中神経 や尺

骨神経 の N C V が 2 ． 4 m l s e c l r C の 割合で 変化す る と

して い る
．
H al a r ら 451 は皮膚温 を 26

0

C ま で低下さ せ た

場合
，
脛 骨 神経 M C V は 1 ．1 m ノs e cノl

O

C
，
排 腹 神 経

S C V は 1 ． 7 m l s e c1 l
O

C の 割合 で 低下 した と述 べ て い

る
．
また 菊山ら 岬 は正 中神経指神経 を加温 し， N C V は

2 ． 7 9 m l s e cJ l
O

C の 割合で速 くな ると 報告 し てい る． 以

上 の 報告 をみ る と， 種の い か ん に か か わ ら ずよく似 た

値 を示 して い る． 本研究で も深部温度を基準 と した場

合， 正 常対照で は 1 ． 7 2 か ら2 ．4 3 m J
I
s e c1 l

O

C の 割合 で

変化す る こ と を示 して おり， 従来の 報 告と 一 致 してい る．

正 中神 経 に つ い て み る と， M C V の 変 化 率 は

A b r a m s o n ら
471
が 1 ． 3 5 か ら1 ， 92 m J s e c1 1

O

C ， B o lt o n

ら
3 71が 1 ． 4 7 m l s e cl r C ， d e J e s u s ら

4 削が 1 ．8 8 m I
I
s e c J
1

l
O

C と い っ た値 を報告して い る ．

次に S C V や M i x C V に つ い て み る と， 本研究 で は

遠位端の S C V は近位端 の M i x C V よ り温 度 l
O

C 当 た

りの N C V 変化が大き く
，
温度の 影響 を強く う け る こ

とが 示 さ れ た ．
B u c h th al ら

21 は S C V に つ い て 温度 の

影響を調 べ ， 近位端く手関節
一

肘 関節間I ， 遠位端用 卜

手関節間つ と も に 2 ．1 m ノs e c ハ
O

C で 差 が な い と し
，

d e J e s u s ら
481の 報告も近位端， 遠位端の S C V 変化が そ

れ ぞれ 2 ． 0 5 m J s e c1 1
．

C と 2 ．0 1 m J
，

s e cl l
O

C で ほ と ん ど

原

差 は み ら れ な い ．

一 方 B olt o n ら 抑 に よれ ば近位端の

1 ■ 6 4 m ノs e cl l
O

C に 対 し， 遠位端 で は2 ．3 1 m l s e cl r c
，

ま た L u di n ら
38，
も そ れ ぞれ 1 － 51 m l s e cl r C

，
1 ．96 m l

S e C 1 l
O

C で 温 度 1
O

C 当た り の N C V 変化 は遠位端 で大

きく ， 本研究 と 一 致 して い る． 従来の 報告で は対象が

20 歳代の 若年者 を中心 と し たも の が多く ， 今回得られ

た対象と は異 な る． こ の た め年代別に 温度 と N C V の

関係 をみ た が， 各年代 と も遠位端 で 温度の 影響を強く

う け
， 少な く と も年齢の 影響 に よ る もの で は ない とい

え る．

ま た年代を経 る に 従い ， 回 帰式の 勾配は小さ くなる

傾向が み られ た． 高齢者で は N C V が低下 して いる こ

と か ら
11 215 ト 7 桝

，
N C V が 低下 す る と， 勾配も小さ い こと

が示 唆さ れ る．

V ． 患者群 の N C Y ， N A P に お よ ぽ す前腕部の温度

の 影響 に つ い て

神経線維に 対 す る乳酪 特 に 寒冷 の 影響は神経線推

の性状 に よ り異 な ると い われ てい る ． D o u gl a s ら
珊

小直径の 有髄軸索 は大直径の も の に 比 べ て寒冷により

影響 され や す い と して い る． ま た F r a n z ら
5 0j も有髄軸

索と無髄軸索 に 対す る温度の 影響を調 べ て い る ． それ

に よ る と 1 アC 以 下 で は 前者が 温 度 l
O

C 当 た り3 ． 16％

変化す るの に 対 し， 後 者は 2 ． 1 7 ％と N C V の 変化は有

意 に 小 さか っ た こ と を報告して い る．
こ の よう に障害

の な い 神経線維 に お い て も
，
その 性状 に よ っ て温度の

影響 は様々 で あ る．

末梢神経障害 のある神経の N C V と温 度の 関係をみ

た報告 は少な い ． 動物実験で は末梢神経や中枢神経の

脱髄 を起 こ す と， 伝導ブ ロ ッ ク の温度が 正常対照に比

べ 低 い こ と な ど
， 温度変化 に 対 し異 な っ た反応を示す

こ とが 知 られ て い る5 り． しか し脱髄病変の 経過が急性

で あるた め
， 温度の 影響 は臨床上 み られ る末梢神経障

害 と合致 しな い 可能性が あ る
．
L o w ら

3 2Iは遺伝的に肥

厚性 ニ ュ ー

ロ パ テ
ー

が 生 じ る T r e m b l e r m o u s e を用

い て
，
温度 の 影響を み て い る ．

それ に よれ ば N C V は温

度 l
O

C 当た り 3 ． 2 ％変化 し
，
対照 マ ウ ス の 3 ．7 ％に比べ

て統計学的に は有意差を認 めな い が小さ い 値 を示 した

と い う ． ま た Q lO く27
0

C w 3 7
O

Cl ， す なわ ち 37
O

C 時の

N C V と 27
0

C の N C V の 比 も そ れ ぞ れ 1 ．5 と 1 ．6 で

あ っ た と して い る
． 臨床的 に は G a s s el ら

311 が種々 の末

稗神経障害患者 に つ い て 温度と N C V の 関係を調べ て

い る
． 彼ら は正 常対照群 が温度1

O

C 当 た り 1 ．7 m ls e c

か ら 1 ． 9 m I s e c の 割合 で 変化 す るの に 対し
，
患者群で

は温度と N C V との 間に 有意な 相関は み られ な かっ た

こ と を報告 して い る．
し か し患者群の 温度変化は約

2 ． 5
0

C と小さ く， 温度 の影響 を み る に は十分と い えな

い
．
H al a r ら

5 21 は糖尿病患者の 排 骨神経 N C V と皮膚
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温との 関係を検討 して い る■
その 結 乳 糖尿病患者の

N C V は 皮膚混 1
O

C 当た り 2 ．O m l s e c の 割 合 で 変 化

し， 正常対照群と差は み ら れな か っ た ．
本研究で も，

患者群全体 で は 回帰直線 の 勾配は正 常対照群 と差が み

られなか っ た ．
しか し H al a r ら 抑 の 報告で は ニ ュ ー

ロ

パ チ
ー の 有無は記載され て おら ず， 対象と し た糖尿病

患者の
一 部は N C V 遅延 を認め な い 可能性が ある ． し

たがっ て患者群 を全体 と し て扱 う の で は な く， N C V

正常群と N C V 遅延群 に 分 けて 考える 必要が あ る． 本

研究で は， N C V 遅延群 の場合， S C V は 1 ．9 2 m ノs e c1

l
O

C の割合で変化 し， 正 常対照 群よ り有意 に小 さ か っ

た．
この こと は L o w ら

3 21
の 報告と似 て い る． しか し抗

て んかん薬服用者に よ る末梢神経障害 は軸索変性 を主

徴とし
瑚
，組織所見 に 差が あ るた め

，
さ ら に 検討が 必要

と思われ る．
ま た 患者群 の S C V は M C V や M i x C V

に比べ て， N C V 低下の 幅が 大き く， 遅延群の 頻度 も高

か っ た． 末梢神経障害が強く なる と
，
温度 l

O

C 当た り

のN C V 変化 は正常対照群と異 なる こ とや 温度補正 を

する場合， 別の 補正 値を 用 い る必要のある こ とが 推測

される．
D a vi s ら

5 41 はモ ル モ ッ ト に対 し
，
実験的 に ア レ

ルギ ー 性神経炎を作り ， そ の 脱髄神経と温度 の 関係を

検討してい る ． 彼 らは 37
0

C 時の N C V の 値 と N C V 変

化率と の 間に 正 の 相関が み ら れ た こ と を 報告 して い

る
． 本研究で も， 常温時の N C V と N C V 変化率の 間に

は弱い 正 の相関が み られ
，

一 致 して い た
．
N C V 変化率

は個々の 神経 に つ い て， 単位温度当た りの N C V の変

化を示 してい る． し たが っ て N C V 低下が ある場合， 温

度l
O

C 当 た り の N C V 変 化 は小 さ い と い う こ の 所 見

も
，
末榔中経障害で は N C V に 及 ぼ す温度 の 影響が異

なる こと を示唆 して い る
．

次に N A P に つ い て み ると
，
閲値と振幅 は温 度変化

により影響を受 けな か っ た が， 持続 は温度 上昇と とも

に短絡し， 正 常対照 と同様の 成績 を得 た．
L o w ら

叫
は

対照マ ウス
， 肥厚性 ニ ュ ー

ロ パ チ
ー

マ ウス 共に ， 温 度

上昇に より閥値の 低下 ， 潜時や 持続 の 短縮 を認 めた と

して い る
．
また振幅 は対照 マ ウ ス が 30

0

C か ら 40
8

C の 範

囲ではほと ん ど変化せず， 4 0
0

C 以上 で 徐々 に 減少 して

いく の に対 し， 肥 厚性 ニ ュ ー

ロ パ チ ー

マ ウ ス で は 30
0

C

以上で急激 に 減少 した こ と を認め てい る． 本研究 で は，

患者群の M i x N A P の 振幅 は表面温度と の 間に 弱い 正

の相関が みら れ
，
正 常対照と異なる 結果 を示 し， 障害

の ある神経の N A P に 及 ぼす 温度 の 影響 も正 常対照 と

異なる可能性がある
．
し か し振幅は 測定条件 に 左右さ

れやすい ため
， さ ら に 検討が必 要と 思われ る ．

結 論

フ ユ ニ トイ ン を中心 と した各種抗て んか ん薬 を服用

869

して い る 41 人 く患者群う と正 常対照群 50 人 の正 中神

経 N C V くM C V ， S C V ， M i x C V l と N A P く閥値
，
振

幅
， 持続う に つ い て ， 前腕部の深部温度お よ び表面温

度の影響 を調 べ
， 次の 結論 を得た ．

1 一 息者群の 常混時の 深部温度お よ び表面温度 は正

常対照群 に 比 べ て有意 に 低か っ た
． ま た常温時

，
3 ． 6

0

C

か ら 5 ． 9
0

C の温度の ばらつ きが み られ
，
N C V

， N A P 測

定 に 際し
， 温度測定が 不 可欠である こ とが 示 され た

．

2 一 常温時の N C V は正常対照群 に 比べ ， 患者群 で

約 4 m l s e c か ら約 7 m ノs e c 有意に遅れ てい た． こ の こ

と に は正 常対照群 よ り患者群の深弧 表面温度が と も

に 低か っ た こ と も ー

部影響 して い る と考 えられ た
．
ま

た N C V 遅 延 は約 40 ％の 神経 で み られ た． 常温 時 の

N A P に つ い てみ る と， 患者群の 開催 は上 昇傾向， 振幅

は 減少傾向 に あ っ た が ， 持続 は 一 定の 傾向 を取 らな

か っ た ．

3 ． 正 常対照群の N A P に及 ぼす 温度の影響を み る

と
，
M N A P

，
S N A P

，
M i x N A P の持続 は温度低下 に

よ っ て延長 して い た
．
ま た S N A P の開催 も表面温度

低下に よ っ て上 昇 して い た．

4 ． 正 常対照群の 場合， 深部温度l
O

C 低下す る と，

M C V は1 ．7 9 m ノs e c
，
S C V は 2 ．4 3 m l s e c

，
M i x C V は

1 ． 85 m J
，

s e c の都合 で遅延し て い た
．
ま た表面温度 1

Q

C

低下す る と， それ ぞ れ 1 ． 71 m J s e c
，
2 ． 5 0 m ノs e c ， 1 ． 6 3

m l s e c の割合 で遅延 して い た
．

5 ． 患者群の N A P に 及 ぼす 温度の影響を み る と
，

温度低下 に よ っ て M N A P
，
S N A P

，
M i x N A P の 持続

は 延長 し， S N A P の 開値 は 上 昇 し て い た
．
ま た

M i x N A P の振幅 は表面温度低下に よ っ て低 下 して い

た．

6 ． 患者群 の う ち N C V 遅延群 の N C V は深部温度

1
O

C 低下す る と， M C V が 1 ． 5 7 m l s e c ， S C V が 1 ． 9 2

m l s e c
，
M i x C V が 1 ． 72 m l s e c の 割 合 で 遅延 し て い

た ． また 表面温度 l
O

C 低下す る と， それ ぞ れ 1 ．6 4 m ノ

S e C
，
1 ． 8 2 m ノs e c ， 1 ． 7 2 m ノs e c の 割合で遅延し てい た．

特 に S C V で は そ の 値 が 正 常対照 群よ り有意 に 小 さ

か っ た くp く0 ．0 0 1う．

7 ■ N C V 変化率 は常温時の N C V が 遅い ほ ど小さ

か っ た ．

以 上 の こと か ら末梢神経障害を有す る神経で は
，
そ

の N C V
，
N A P に 及 ぼす 温度の 影響 は正 常な 神経の 場

合 と異な り
， 補正値 は別の もの を用 い る必要の ある こ

とが 示唆さ れ た．
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d u r c h D i p h e n ylh yd a n t oi n － D t s c h ． Z ． N e rv e n h eil ．
，

1 93
，
4 ト5 6 く19 6即．

1 3I I J O V el a c e ， R ． E ． 鹿 H o r w i t 2i
，
S ． J ． ニ P e rip h e r al

n e u r o p a th y i n l o n g
－t e r m d i p h e n yl h y d a n t oi n

th e r a p y ． A r c h ． N e u r ol ． ， 1 8 ， 6 9
－

7 7 く19 6 8J ．

1 4I E n ci n o 22a ， 0 ． こ N e rv e C O n d u c ti o n v el o city in

p a ti e n t s o n l o n g
－t e r m di p h e n ylh yd a n t oi n th e r ap y ．

E pil e p si a ， 1 5 ， 1 4 7
－1 5 4 く19 7 4ン．

1 5I S h o r v o rn ， S ． D ． 鹿 R e y n ol d s ， E ． H
． こ A n ti ．

C O n V u l s a n t p e ri ph e r al n e u r o p a th y ニ a Cli n i c al a nd

el e c t r o ph y si ol o gi c al st u d y o f p a ti e n t s o n s l n gle

d r u g t r e a t m e n t w ith p h e n y t o i n ， C a r b a m a z e pi n e or

b a rb it u r a t e s ． J ． N e u r ol ． N e u r o s u r g ． P s y chi a t． ， 45 ，

6 2 0
－

6 2 6 く19 8 21 ．

1 6I 藤原哲 司 ． 瀬古 敬 ． 秋 口 一

郎 ． 山 田伸彦 ．岩井

信之 こ 抗て んか ん薬長期服用患者 に お ける末梢神経機

能． 臨床神経， 19 ， 73 5
－

7 4 2 く1 9 7 91 ．

1 7I I h n n e r ， R ．

，
P a r t a n e n ， V ． J ． 鹿 R i e k k i n e n ，

P ． ニ C h r o ni c a n ti c o n v ul si v e th e r a p y ， p e rip h er al

n e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y ， a n d E M G ． E pil e p si a ，22 ，

6 7 5
－ 6 8 7 く19 8 け

18I S wi ft ， T ． R ．
，
G r o s s

，
J ． A ．

，
W a r d

，
L ． C ． 鹿

C r o u t
，
B ． 0 ． こ P e ri p h e r a l n e u r o p a th y i n e pil ep ti c

p a ti e n t s ． N e u r ol o g y ， 3 1 ， 8 2 6－83 1 く1 9 81l ．

1 9I T r a e ci s ， S ．

，
M o n a c o ， F り S e c b i ， G ． P ．

，
M o gli a ，

A ． 廠ニ M u t a n i
，
R ． ニ L o n g

－t e r m th e r a p y w ith

C a rb a m a z e pi n e ニ E f f e c t s o n n e r v e c o n d u c tio n

V e l o ci t y ． E u r ． N e u r ol ． ， 2 2 ， 41 0
－ 4 1 6 く19 8 3I ．

2 0I G e r ald i n i ， C ．
，
F a ed d a

，
M ． T ． 及 S id e ri

，
G ． こ

A n ti c o n v ul s a n t th e r a p y a n d i t s p o s sibl e c o n
－

S e q u e n C e S O n p e ri ph e r a l n e r v o u s s y st e m こ A n e u r o
．

g r a p hi c s t u d y ． E pil e p si a ， 2 5 ， 5 0 2－50 5 く1 9 84l ．

2 11 G ib b el s ， E ． 二 M e d ik a m e n t o s － t O X i s c h e P oly
．

n e u r o p a thi e n ． A k u t el ． N e u r ol ． ， 1 ， 1 7 5－1 80 く197 4l ．

2 2I 丹後俊郎こ 医学 へ の統計学く古川俊之監 修上第1

版， 5 9
－

1 05 頁， 東京， 朝倉書店．
1 9 8 3 ．

2 3I B ru m lik ， J ． 鹿 M o r e tti
，
L ． こ T h e eff e ct of

d i p h e n ylh yd a n t oi n o n n e r v e c o n d u c ti o n v el o c
ity －

N e u r o l o g y ， 1 5 ， 1 2 1 7
－

1 2 1 8 く19 6 61 ．

瑚 Ei s e n ， A ． A ．
，
W o o d s

，
J ． F ． 鹿 S h e r wi n ， A ．

I J ． こ
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P e rip h e r al n e rv e f u n cti o n i n l o n g
－

t e r m th e r a p y

w ith p h e n yt o i n － N e u r ol o g y ， 24 ， 4 1 ト41 7 く19 7 41 ．

卿 M o r r ell ， F ． ， B r a dl e y ， W ． 及 P t a s h n e ． M ． こ

Eff e c t o f d i ph e n ylh y d a n t o i n o n p e ri ph e r al n e r v e ，

N e u r ol o g y ， 8 ， 1 4 0－1 4
．
4 く19 5 8J ．

261 M a r c u s ， D ． J －
，
S w if t

，
T ． R ． 及 M c D o n al d

，
T ．

F ． ニ A c u t e eff e c t s of p h e n y t oi n o n p e ri p h e r al n e r v e

f u n c ti o n i n th e r a t ． M u s cl e N e rv e ， 4
，
4 8

－

5 0 く19 8 1I ．

27I H o n d a ， H ． 及 A ll e n
，
M ． B ． ニ T h e e ff e c t o f a n

i m i n o stib e n e d e ri v a ti v e くG 3 2 8 83l o n p e ri p h e r al

n e rv e S ． J ． M e d ． A s s o c ． G a ．
，
25
， 3 8

－

4 2 く19 7 31 ．

28J K ru p p ， P ． こ T h e e ff e c t o f t e g r e t ol o n s o m e

el e m e n t a r y n e u r o n a l m e c h a n i s m ． H e a d a c h e
，
9
，
4 2

－ 46 く19 69J ．

卿 三 木吉治 ． 川 津智是 ． 山田徹太 郎 一 川津友子 二 皮

膚の温度調節と その 障害 に 関す る研究． 財団法人日本

リディ アオリ リ
ー 協会 53 年度会軌 60 －

6 7 く19 7即．

30J N i el s e n ， V ． K ． こ T h e p e ri ph e r al n e rv e f u n c ti o n

in c h r o n i c r e n al f ail u r e ． V ． S e n s o r y a n d m o t o r

C O n d u c ti o n v el o c ity ． A c t a M e d ． S c a n d ．
，
4 4 5 － 45 4

ほ973I ．

311 G a s s el ， M ． M ． 鹿 T r o j a b o r g ， W ． こ Cli ni c al a n d

el e c tr o p h y si ol o g l C al st u d y o f th e p a tt e rn O f c o n ．

d u c ti o n ti m e s i n th e di st ri b u ti o n o f th e s ci a ti c

n e rv e ． J ． N e u r o l ． N e u r o s u r g ． P s y ch i a t ． ， 2 7 ， 3 51 － 3 5 7

く1964I．

3 2I I J O W ， P ． A 一 品． M c Le o d ， J ． G ． こ R ef r a c t o r y

p e ri od ， C O n d u cti o n of t r a i n s o f i m p ul s e s ， an d eff e c t

Of te m p e r a t u r e o n c o n d u c ti o n in c h r o ni c h y p e r
－

tr o phi c n e u r o p a th y ． E l e ct r o ph y si ol o gi c a l st u d i e s o n

th e T r e m bl e r m o u s e ． J ． N e u r ol ． N e u r o s u r g ．

P s y chi a t ．
，
40

，
4 3 4 － 44 7 く1 9 7 71 ．

瑚 d e J o m g ， R ． H －
，
H e r sh e y ， W ． N ． 鹿 W a g m a n ，

I ． H ． ニ N e r v e c o n d u c ti o n v el o cit y d u ri n g h y p o
－

th e r mi a i n m a n ． A n e st h e si ol ．
，
2 7

，
8 0 5－81 0 く19 6 61 ．

叫 II o d g k i n ， A ． L 盈 E a t z
，
B ． ニ T h e e ff e c t 。f

te m p e r a t u r e o n th e el e c t ri c al a cti vi ty of th e gi a n t

a x o n of th e s q ui d ． J ． P h y si ol ． ， 1 0 9 ， 2 4 0－24 9 く19 4 9l ．

瑚 S c h o e pfl e ， G ． M ． 鹿 E rl a n g e r ， J ． こ T h e a c ti 。n

Of te m p e r a tu r e o n th e e x i t a b ili ty ， S pik e h ei gh t a n d

C O nfig u r a ti o n
，
a n d th e r e f r a ct o r y p e ri o d o b s e r v ed

in th e r e s p o n s e s o f si n gl e m ed ull a t e d n e rv e fib e r s ．

A m lJ ． P h y si ol ． ， 1 3 4 ， 6 9 4－70 4 く19 4 11 ．

3句 T a s a k i
，
I ． 及 F u ji t a ， M ． こ A c ti。n C u r r e n t S 。f

Sl n gl e n e rv e fib e r s a s m o d ifi e d b y t e m p e r a t u r e

Ch a n g e s ． J ． N e u r o ph y si o l ． ， l l ， 3 1 1－31 5 く1 9 48J ．

叩 B olt o n
， C ． F ．

，
S a w a

， G ． M ． 鹿 C a rt e r
，
E ． こ

8 7 1

T h e eff e c t s o f t e m p e r a t u r e o n h u m a n c o m p o u n d

p o t e n ti al s ． J ． N e u t ol ． N e u r o s u r g ． P s y c hi a t ． ， 44 ， 4 0 7

－ 4 1 3 く19 町 ．

3 8J L u di n ， H ． P ． 鹿 B e y el e r ， F ． ニ T e m p e r a tu r e

d e p e n d e n c e o f n o r m al s e n s o r y n e rv e a C ti o n p o t e n ，

ti al s ． J ． N e u r o l ．
，
2 1 6

，
1 73

－

1 8 0 く19 7 7J ．

3 9J R i c k e r ， E ． ， H e r t el ， G ． 皮 S t o d i e c k
， G ． 二 h

C r e a S e d v o lt a g e o f th e m u s cl e a c ti o n p o t e n ti a l o f

n o r m al s u bj e c t s a f t e r l o c al c o o li n g ． J ． N e u r o l ． ， 2 16 ，

3 3
－

38 く197 7I ．

4 0J J o h n s o n ， E ． W ． 皮 O l 8 e n
，
K ． J ． ニ Cli ni c al v al u e

O f m o t o r n e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y d et e r m i n a ti o n ．

J ． A m － M e d ． A s s o c ．
，
17 2

，
2 0 3 0

－

2 0 3 5 く19 6 01 ．

4 1J A r ri g o ， A ． ， G o si ， V ． 鹿 S a v ol di
，
F ． ニ T h e

C O n d u cti o n v el o cit y o f th e h u m an S Ci a ti c n e rv e ．

E l e ct r o e n c e p h a l o g r ． Cli n ． N e u r o ph y si ol ．， S u p pl ． 2 2 ，

2 3 －

25 く19 62I ．

4 2I B i r r e n ， J ． E ． 鹿 W all
，
P ． D ． こ A g e c h a n g e s i n

C O n d u c ti o n v el o c it y ， r e f r a ct o r y p e ri o d ， n u m b e r o f

fib e r s ， C O n n e C ti v e ti s s u e s p a c e a n d b l o o d v e s s el s i n

S Ci a ti c n e rv e O f r a t s ． J ． C o m p ． N e u r ol ．
，
1 04

，
ト1 6

く19 5 6ン．

4 31 M i y o s hi ， T ． 鹿 G o t o ， I ． ニ S e ri al i n v i v o

d e t e r mi n a ti o n s o f n e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y i n r a t

t ail s ■ P h y si ol o gi c al a n d p a th ol o gi c al c h a n g e s ．

E l e ct r o e n c e p h a l o g r ． C li n ． N e u r o ph y si ol ． ， 3 5 ， 1 25

－

1 31 く19 7 31 ．

4 4J K r a ft
，
G － H ． 二 E ff e c t s o f t e m p e r a t u r e a n d a g e

O n n e rv e C O n d u c ti o n v el o c ity i n th e g u i n e a pi g ．

A r c h ． P h y s － M e d ． R e h a bil ． 53
，
3 2 8r3 3 2 く19 7 2I ．

4 5I H al a r ， E ． M ．
，
D e l J 如

，
J ． A ． 鹿 B r o ヱO Y i c h

，
F ．

V ． こ N e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y こ R el a ti o n s h i p o f

S k i n
，
S u b c u t an e O u S a n d i n t r a m u s c ul a r t e m p e r a

－

t u r e s ■ A r ch ． P h y s ． M e d ． R e h a b il ．
，
6 1

，
1 9 9

q

2 0 3 く1 98 0 L

4 6I 菊山貴行 ．

明石 謙 ． 宮田 則子 二 指神経の刺戟伝

導速度に 関す る研究． 整形外税 22
，
8 53

一

拍6 く19 叩 ．

4 7I A b r a m s o n ， D ． I ．
，
C h u

，
L ． S ． W ．

，
T u ck ， S ． J r ． ，

Le e ， S ． W ．
，
R i c h a r d s o n

，
G ． 鹿 Le v i n

，
M ． 二 E ff e c t o f

ti s s u e t e m p e r a t u r e s a n d b l o o d fl o w o n n e rv e

C O n d u c ti o n v el o cit y ． J ． A m ． M e d ． A s s o c ．
，
19 8

，
1 0 8 2

－1 摘8 く19 6 61 ．

4 8I d e J e s u s
，
P ． V ． ， H a u s m a n o w a － P et ru B e wi c s ，

I 一 皮 B a r c hi
，
R ． I

． ． こ T h e eff e c t o f c ol d o n n e rv e

C O n d u cti o n o f h u m a n sl o w a n d f a st n e rv e fib e r s ．

N e u r ol o g y ， 23 ， 1 1 8 2
－

1 18 9 く19 7 31 ．

4 9I D o 11 gl a 層， W ． W
． 鹿 M al c o lm ， J ． I ．． こ T h e e ff e c t

O f l o c ali z e d c o oli n g o n n e r v e c o n d u c ti o n i n c a t



8 72

n e r v e s ． J ． P h y si ol ．， 1 3 0 ， 5 3
－

7 1 く19 5 51 ．

5 01 F r a n 2i， D ． N ． 鹿 I g g o ， A ． こ C o n d u c ti o n f ail u r e

i n m y eli n a t e d a n d n o n
－

m y el in a t e d a x o n s a t l o w

t e m p e r a t u r e s ． J ． P h y si ol ． ， 19 9 ， 31 9
－ 3 4 3 く19 6 81 ．

5 1I D a vi s ， A ． 鹿 J a c o b s o n
，
S ． ニ A l t e r e d th e r m a l

S e n Siti v it y i n i nj u r ed a n d d e m y eli n a t ed n e r v e ． J ．

N e u r o l ． N e u r o s u r g ． P s y c h i a t ．， 3 4 ， 5 5 l
－ 5 61 く19 711 ．

5 2I E al乱 r ， 鼠 M ．
，
D d Ji s a

，
J ． A ． 皮 駄 o z o Y i ch

，
F ．

V ． ニ P e r o n e al n e rv e C O n d u cti o n v el o ci t y ニ T h e

原

i m p o rt a n c e of t e m p e r a t u r e c o r r e c ti o n － A r c h ． P h y s ．

M e d ． R e h a bil
リ
6 2

，
4 3 9

－

44 3 く1 98 11 ．

5 3I S c h a u m b u T g ， H ． 比 丘 S p e n c e r ， P ． S ． 二 T o x ic

n e u r o p a th i e s ． N e u r o l o g y ， 2 9 ， 4 2 9－43 1 く19 791 ．

54I D a v i s
，
F ． A ．

，
S c h a u f

，
C ． L ．

，
R e e d

， B ． J ． 也

K e sl e r I R ． L ． 二 E x p e ri m e n t al st u d i e s o f th e eff e cts

O f e x t ri n si c f a ct o r s o n c o n d u c ti o n i n n o r m al a n d

d e m y e li n a t e d n e r v e ． J ． N e u r ol
． N e u r o s u r g ．

P s y c h i a t ．， 3 9 ， 4 4 2
－

4 4 8 く1 9 7 5J ．

T h e eff e ct of t e m p er at u r e o n n e rv e C O n d u c ti o n v el o cit y a n d n e rv e a Ctio n p o t e n ti al of p atie nt s

t r e at ed wi th a n tie p且ep ti c s ． A c o m p a ris o n w ith n o rm al c o n t r oIs Y o sh ih a r u K ih a r a
，
D e
p a rt

－

m e nt o f N e u r o p sy c h i at r y ， S c h o ol of M e di ci n e ， K a n a z a w a U ni v e r sit y ， K a n a z a w a ， 9 2 0
－ J ．J uz e n

M e d ． S o c ．， 9 4 ， 8 5 8 － 8 7 3 く1 9 8 51

K e y w o rd sこ N e r v e c o n d u cti o n v el o cit y ， N e r v e a cti o n p o t e n ti al ， T e m p er a t u r e ， A n ti ep ile ptic

d r u g s ， P erip h e r al n e u r o p ath y

A b st r a ct

T h e p r e s e n t s t u d y w a s p e r f o r m e d t o i n v e stig a t e t h e e f f e ct o f t e m p e r a t u r e o n n e rv e C O n d u cti o n

V el o c it y くN C VJ a n d n e rv e a C ti o n p o t e n ti al くN A PJ o f p at i e n t s t r e a t e d wi t h a n ti e p il e p ti c s ． M ot o r

n e r v e c o n d u ct i o n v el o cit y くM C V J
，
S e n S O r y n e r V e C O n d u cti o n v el o cit y くS C VJ a n d m i x．e d n e rv e

C O n d u cti o n v el o c it y くM i x C VJ al o n g t h e m e d i a n n e r v e w e r e e x a m i n e d i n 4 1 p ati e n t s t r e at e d w ith

V a ri o u s k i n d s o f a n ti e p il e p ti c d ru g S a n d 5 0 n o r m al c o n t r o I s ． T h r e s h o l d ， a m Plit u d e a n d d u r a ti o n

O f N A P w e r e al s o r e c o r d e d ． S k i n t e m p e r at u r e a n d d e e p t e m p e r a t u r e at t h e d e p t h o f l c m w e r e

m e a s u r e d at a p o i n t o f 7 c m p r o x i m al f r o m t h e w ri stj o i n t ． B o t h f o r e a r m s w e r e c o o l e d b y b ei n g

p u t i n a w a t e r b a t h a t 2 0
O

c f o r 1 5 m i n u t e s ．

B a s eli n e t e m p e r a t u r e r a n g e d f r o m 3 ． 6 t o 5 ．9
0

c
，
W h i c h i n d i c a t e s t h e i m p o rt a n c e o f t e m p e r

－

a t u r e f o r N C V m e a s u r e m e n t ． B a s eli n e N C V s o f t h e p ati e n t s w e r e sig n ifi c a n tl y sl o w e r th a n th o s e

O f t h e n o r m al c o n t r o I s b y a p p r o x i m a t el y 4 t o 7 m I s e c ， t h e sl o w i n g s b e i n g p a rti all y d u e t o l o w e r

b a s eli n e t e m p e r at u r e ． S l o w e d M C V
，
S C V a n d M i x C V w e r e f o u n d r e s p e ct i v el y i n 4 1 ％， 4 4 ％ a n d

3 8 ％ o f t h e p a ti e n t s くd el a y e d N C V g r o u pJ ． B a s eli n e N A P s o f t h e p a ti e n t s s h o w e d h ig h e r th r e sh
－

01 d s a n d s m all e r a m plit u d e s t h a n t h o s e o f t h e n o r m al c o n t r o I s ， b u t d u r a ti o n s s h o w e d n o c o n s t a n t

t e n d e n c y ．

G r a d u al i n c r e a s e i n t h r e s h o l d o f s e n s o r y N A P a n d p r o g r e s si v e p r o l o n g a ti o n o f d u r a ti o n s of

N A P s w e r e f o u n d i n t h e n o r m al c o n t r o I s a n d t h e p at i e n t s at l o w e r t e m p e r a t u r e ． M o r e o v e r
，

a m plit u d e o f mi x e d N A P o f t h e p a ti e n t s sli g h tl y d e c r e a s e d a t l o w e r t e m p e r a t u r e ． T h e r e w e r e

Sig n ifi c a n t c o r r el a ti o n s b e t w e e n t e m p e r a t u r e a n d N C V s i n t h e n o r m a l c o n t r o I s a n d t h e d el ay e
d

N C V g r o u p i n t h e p a ti e n t s くp く0 ．0 0 1J ． M C V ， S C V a n d M i x C V o f t h e n o r m al c o n t r o I s w e r e

alt e r e d a t a r at e o f l ． 8 5
，
2 ． 4 3 a n d l ．7 9 m I s e c1 l

O

c f o r d e e p t e m p e r a t u r e r a n g e d f r o m 3 5 ．
9 to

2 7 ．
O
O

c
． T h e c o r r e sp o n d i n g v a l u e s o f t h e d el a y e d N C V g r o u p w e r e l ． 5 7

，
1 ．9 2 a n d l ．7 2 m l s e c1 1

O

C

f o r d e e p t e m p e r a t u r e r a n g e d f r o m 3 5 ．6 t o 2 5 ．5
O

c ． T h e r a t e o f S C V c h a n g e p e r d e g r e e o f t e
m

－

P e r at u r e O f t h e d el a y e d N C V g r o u p w a s si g n ifi c a n tl y s m a11 e r t h a n t h a t o f t h e n o r m al c o n t
r oIs



神経伝導速度 と神経活 動電位 に 及 ぼ す温度 の 影 響 873

くp く0 －0 0 1J ■ T h e sl o w e r t h e b a s eli n e N C V s w e r e
，
t h e s m all e r w e r e t h e N C V g r a d i e n t s c al c u l a t e d

f r o m th e f o ll o w i n g e q u a ti o n ニ くb a s eli n e N C V － N C V a ft e r c o o li n gJ l くb a s eli n e t e m p e r at u r e －

t e m p e r a t u r
e a ft e r c o o li n gン． T h e s e d a t a s u g g e s t t h a t t h e e ff e c t o f t e m p e r a t u r e o n N C V a n d N A P

diff e r b e t w e e n t h e i nj u r e d a n d i n t a ct n e r v e s
，
a n d t h e t e m p e r a t u r e c o r r e cti o n v al u e o f N C V

s h o ul d b e i n di vi d u all y d e t e r m i n e d ．


